様式第６号（第２条関係）
整  備  ・  改  善  計  画  表
（道路及びこれに付帯する施設関係）
	 区分
	 整備箇所
	 細                目
	 指  導  基  準
	 ※

	１
	道　　路　　及　　び　　こ　　れ　　に　　付　　帯　　す　　る　　施　　設
	 歩車道の分離あるいは歩行者に対する安全対策の
 　　　　　　　　　　　　　　　　（  有  ・  無  ）
	 ガードパイプ等により歩車道
 を分離する。ただし、車輌が
 ほとんど走行しないか、また
 は、わずかな走行でかつその
 走行速度が遅い道路などにお
 いて他に安全対策を施されて
 いる場合は除く。
	

	
	
	 幹線道路の歩道の有効幅員（　　　　）cm以上
	 200cm以上
	

	
	
	 その他の歩道の有効幅員（　　　）cm以上
	 90cm以上
	

	
	
	 標識柱、街灯柱などの障害物の配置（　        ）
	 整理統合する
	

	
	
	 すりつけ部分の勾配 　／　  （    ％）
	 1／12（８％）以下
	

	
	
	 歩車道境界に水が溜らないような対策
 　（                                        ）
	 街渠桝の設置、周辺の勾配等
 に配慮する
	

	
	
	 車いす利用者に対する信号待ちの際の配慮
 　（                                        ）
	 車いすの止まれる水平部分を
 設置することが望ましい。
	

	
	
	 横断歩道等の歩車道の境界の段差（    ）cm
	 2cm程度
	

	
	
	 車乗り入れ部分への配慮（              　    ）
	 切り下げと歩道の平坦性の確
 保に配慮する
	

	
	
	 歩道の平坦性（                      　      ）
	 平坦性を確保する
	

	
	
	 歩道の滑りにくさの配慮
 　（                                        ）
	 滑りにくいもの
	

	
	
	 歩道に水が溜らないような対策
   （          　　　　　　　　　　　　　　  ）
	 平坦性を確保し、必要な場所
 には透水性のある材料を用いる
	

	
	
	 民地との境界の配慮（　　　　　　　　　　　　）
	 平坦性あるいは段差に配慮する
	

	
	
	 視覚障害者誘導用ブロックの（  有  ・  無  ）
	 線状ブロック、点状ブロック
 を適正に配置する
	

	
	
	 視覚障害者誘導用ブロックと歩道面との色の対比の
 　　　　　　　　　　　　　（  有  ・  無  ）
	 歩道面と点字ブロックの色は
 対比させる
	

	
	
	 横断歩道の設置位置（　　　　　　　　　　　　）
	 視界の良好な場所に設置する
	

	
	
	 押しボタン式信号機の押しボタンの高さ
 　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）cm
	 100cm程度とする
	


